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業績が上がり、物価上昇する中で社員の生活を守る意味でも出して欲しい。 

コロナ禍の影響がほぼなくなり、物価高騰など生活環境も変化している 

現場から声を上げてもまともに取り合ってくれていないと感じる。 

人員不足に対して業務の密度が上がっている中、それに見合った賃金

は支払われるべきだ。 

 

要員問題は各職場で現実に出ている。他支社の指令職場との意見交換でも常に

休勤が発生していると聞いた。常態化していて長年改善されていない。人がい

ないのに異動の話があってさらに人が減っている状況がある。 物価が上がっ

ているのに賃金が追いついてない。 

年間 6ヶ月を超える支給が当然である 

2020 年のコロナ禍から明らかに人や売上は戻ってきている。それ以上に

物価はコロナ前よりも大きく上がっている。 それに対して我々はずっと

賃金を我慢している状況だから今回は満額ほしい。上がっている実感が

ないとやっていられない。コロナ前の水準より多くもらって当然なので

満額回答を求める。 


